




































































































































Na 晦 A1 CI K Ca Sc Ti V Cr Mn’ Fe Co Ni Cu Zn As Se Br
1 噸180く3000 37 〈90 ＜40 く300＜0．02 ＜200 1000’ く1 ＜3 ＜80 0．7 120く200 ＜3 く0．5 く0．3 0．4
2ρ 190く1000 33 170 ＜50 ＜300＜0．01 く80 110 ＜2
，　　　く1
＜80 1．1 56 ＜70 ＜3 ＜0．6 ＜0．4 L3
asphalt 3 180＜800 14 ＜40 ＜50 ＜300〈0．02 ＜200 990 ＜2 く3 ＜90 0．5 110く200 ＜3 〈0．6 ・く0．4 0．3
4 110＜700 34 ＜30 〈300〈0．01 ＜70 170 ＜2 ＜1 〈80 0．2 44 く60 ＜3 ＜0．4 ＜0．4 、　0β
m6an 170＜2000 30 ＜90 ＜50 ＜300＜0．02 ＜200 300 ＜2 ＜2 ＜80 0．6 83 〈200 ＜3 ＜α6 〈0．4 α7
o
51） 1000＜3000ユ200054001100ユ800 0．73 ＜400 5．9 73 190 26000 3．5 350く200 4700＜10 く1 4500
ca「『㎎1ne　　　r
61） 220＜800 480 〈60 ＜100 7800〈0．03 く100 L2 46 210 610006．4 ＜40 40 2700 9．9 3．0 〈1
7 710〈600 270 1300 110 400＜Ω．06 34 ＜3 3．2 く400 O．5 く100 ＜30 650d 0．7 ＜2b
q，r
＜1
8 500く500 510 870 320 480＜0．06 ＜30 2．9 〈3 4．9 〈400 25 ＜90 ＜40 8600＜0．3 ≦20 ＜1
9 280＜500 680 450 290 1200＜0．05 40 5．5 〈3 6．1 ’＜600 0．8 ＜100 10000 0．3 ＜20 1
tire　tread10 780 ＜お00 180 1500 110 580〈0．05 60 4．4 ＜3 6．0 ＜200 0．6 ＜90 く40 6500 ρ・3 ＜10 ＜1
、 ’1
11 ユ60 ＜500 340 390 320 530〈0．06 40 く3 2．2 ＜200 8．7 く90 ＜40 7500＜0．3 ＜20 2
馳L 12置） 140＜500國440 320 440 780＜α05 1．5 ＜3 3．9 ＜500 0．5 く90 ＜40 11000＜0．4 ＜20 5
mean 430＜boo 410 810 270 660〈0．06 30 3．7 ＜3 4．4 〈400 6．0 ＜100 ＜40 8400■＜0．4 ＜20 1
13 13000〈4000012000＜5000ぐ7000＜10000へ　　く5 7100 900＜600 150く100000130000く1000019000＜5090＜500 〈500 ＜200
14 1100＜2000工400〈4000＜ユ000＜コ6000 〈0．3 ＜1000 34 340 4800910000210く60012000〈200 20 ＜20 30






6．4 38 く200 0．2 ＜30 190 240 2．6 20 くα7
　・垂≠撃獅 17 150・16000870く170 ＜60170000．04 ＜400 ＜1 25000 65 4500 0．1 〈20 ＜80 く10 〈0．7 ＜2 L5




Rb Ag Cd In Sb 1 Cs Ba La Ce Sm Eu Yb Lu Hf Ta W「 Th
1 く3 ＜0．2 く50 〈0．3 ＜0．05 ＜20 ＜0ユ ＜30 く0．4 ＜1 ＜0．03 ＜0．工 く0．08 ＜0．04 く0．05 く0．05 く0．3 く0．05
21） ＜3 く0．2 ＜50 ＜0．1 ＜0．05 ＜10 ＜0．1 ＜40 ＜0．4 ＜1 く0．04 く0．1 く0．08 く0．04 く0．06 ＜0．05 ＜α3 〈0，05
1asphalt 3 ＜3 ＜02 く50 ＜0．2 く0．05 く20 ＜0．1’ ＜40 ＜0．4 く2 ＜0．03 ＜0．1 ＜0．09 く0．05 く0．06 ＜0．06 〈0．3．＜0．05
4 ＜3 ＜02 く50 ＜0．2 く0．05 く10 く0．1 く30 ＜0．3 ＜1 く0．04 く0．1 ＜0．08 ＜0．04 ＜0．05 ＜0．05 く0．2 ＜0．05






モQ00 ＜0．3 3．1 く30 ＜0．3 300 く0．8 ＜2 〈0．4 ＜0．3 ＜0．5 ＜0・04 ＜0．4 く0．09 く4 0．4
soot、　ト「
6里） く20 ＜0．8 ＜100 ＜0．2 0．48 く5 ＜0．3 200 く0．4 く2 ＜0．05 〈0．工 ＜0．5 ＜0．04 ＜0．4 く0．08 0．6 く0．2
7 ＜7 ＜0．9 ＜50 0．76 ＜0．3 く3 く0．4 〈200 ＜0．5 く1 ＜0．1 ＜0．2 く0．2 く0．2 く0．3 ＜0．1 〈1 ＜03
，：そー．、
q「
8 ＜10 ＜0．8 ＜50　・ 0．21 くO：4 ＜3 ＜0，4 ＜200 ＜0．4 ＜1 ＜0．09 ＜0．1 ＜0．2 ＜03 ＜0．09 ＜1 く0．3
9 く10 ＜0．7 ＜50 0．12 ＜0．3 13 ＜0．3 ＜200 く0．4 ＜1 ＜0．1 ＜0．1 ＜0．2 く0．3 く0．3 く0．08 く1 く0．3
tire重r舜ad　　　下
10 ＜8 ＜0．9 ＜50 1．8 ＜0．3 ．〈2 ＜0．3 ＜200 ＜0．4 ＜1 ＜0．08 ＜0。1 ＜0．2 く0．3L　＜0．3 く0．08 く1 く0．3
1．三二・ 11 ＜10 くユ ＜50 0．04 く0．3 く2 ＜0．4 ＜2009＜0．3 1　＜1 ＜0．06 く0．1 ＜0．2 ＜0．2 〈0．3 く0．09 く1 く0．3
121） ＜9 ＜0．8 く50 0．05 〈0．4 16 ＜0．4 ＜200 く0．3 ＜1 ＜0．06 ＜0．2・ く0．2 く0．3 く0．08 〈1 く0．3
一」rL mean ＜9 ＜0．9 く50 0．48 〈0．4 5 ＜0．4 ＜200 く0．4 ＜1 ＜0．09 く0．2 く0．2 ＜0．3 く0，3 ＜0．09 ≦1 く0．3
ユ3 ＜400＜100＜10000 ＜3 ＜40 く200 ＜30＜20000・〈20 ＜300 ＜60 く50 1500．　く20 ＜60 11000760000〈100





15 く300． ＜8 く200 3・ 14 く200 ＜4 ＜10GG く4 く30 く0．4 ＜1 〈2 く1 く3 ＜2 14 2
頚τbad　be包con」6 く10 ＜0。8 ＜お0 ＜0．2 36 く20 ＜0．2 く60 0．5 く3 0．09 く0ユ 1．8 くα2 13 1．0 ＜α2
paint 17 〈7 ＜0．5 ＜50 く0．1 46 く10 ＜0．5 7400 0．6 ＜20 0．20 ＜0．2 く0．7 ＜0．4 く0．3 ＜0．2 ＜02 0．9
s6主r2） me毎 ioO 0．1 0β6．　　　一 一 5 6 500 30 50 9 一 一 L ’6 一 一 5
1）Mean　value　of　three　e旧mi聞tl。ns
2）B。wen・8｝
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4．3　タイヤトレッド　　　　　　　　　　　　　　　チタンが16％（チタンとして9β％），黄色はクロム酸鉛
検出された元素のうち0．ユ％を超えた元素は亜鉛（平　　がユ6％（クロムとして25％）用いられており，他は溶剤
均：084％，0β5～1．1％）のみであり，他に塩素，カルシ　　や樹脂であることから，検出されたカルシウム，チタン
ウム，ナトリウム，アルミニウム，カリウムが検出され　　及びクロムは，顔料に由来するものと考えられる．チタ
たが，それらはα0数％のオーダーである．乗用車用タ　　ン，クロムはそれぞれ白色ペイント，黄色ペイントの指
イヤトレッドの標準配合例19）によれば，加硫促進剤とし　　標元素として有用と考えられるが，チタンは土壌中にも
て酸化亜鉛が1．3％（亜鉛として1％）加えられることか　　平均5，000μg／g含まれる粉ことから良い指標元素とはいえ
ら，今回分析に供した試料から検出された亜鉛はこの酸　　ない．なお，鉛は今回分析していないが，成分表から黄
化亜鉛に由来するものと考えられる．しかし，亜鉛は自　　色ペイント中には鉛が約10％含まれているものと推定さ
動車排ガス粉じん申にも0．数％含まれることから亜鉛を　　れるが，ガソリン車排ガス粉じん中にも高濃度に含有さ
タイヤトレッドの指標元素とすることはできないと考え　　れると考えられるので指標元素としては適当でない．
られる．
雪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．ま　　と　　めなお，冬用のバストラックのタイヤトレッドについて
は3検体分析しているが，亜鉛をはじめ各元素とも分析　　　道路粉じんの原因物質と考えられるアスファルト，自
値はよく一致していた．　　　　　　　　　　　　　　動車排ガス粉じん，タイヤトレッド，タイヤスパイク，
44　タイヤスパイク　　　　　　　　　　　　　　道路標示ペイントについて，特徴的な元素（指標元素）
チップにっいては，タングステン（76％）とコバルト　を見出すために放射化分析による多元素分析を行ったと
（13％）が主成分で，両者で全体の約90％を占めた．他　　ころ，アスファルト，タイヤトレッド及びディーゼル車
に銅（1．9％），ナトリウム（1．3％），アルミニウム（1．2％），　　排ガス粉じんでは適当な指標元素は見いだせなかったが，
タンタル（1．1％），チタン（071％），塩素（043％），イッ　　ガソリン車では臭素，タイヤスパイクのチップではタン
テルビウム（0．15％）等が検出された．タングステンはチ　　グステン，黄色ペイントではクロムが特徴的な元素であ
ップ中にWTic2として使用されているという報告幼も　　ることがわかった．
あり，タングステンがチップの指標元素として適当と考　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参　考　文　献
えられる．
シャンク及びマカロニ型のスパイクは鉄が主成分（シ　　1）加藤拓紀，松本　寛，井高一：北海道公害防止研
ヤンク：9ユ％，マカロニ：98％）と考えられるが，鉄以　　　究所報，9，17（1982）．
外に検出された元素としては，シャンクでは銅（1．2％），　　2）松本　寛，加藤拓紀，井高　一：北海道公害防止研
マンガン（0．48％），ナトリウム（αU％）等であり，マカ　　　究所報，9，2ユ（ユ982λ
ロニ型スパイクでは，マンガン（0．37％），ナトリウム　　3）松本　寛，加藤拓紀，井高一：北海道公害防止研
（0．13％），アルミニウム（α12％）等がある．なお，今回　　　究所報，9，32（ヱ982λ
の分析ではppmレベル以下から数10％レベルまで同一手　　4）高田敏夫，坪井　弘，水木徹生，市川修三，高杉信
法で分析しているため，分析誤差があり，シャンクの鉄　　　　男：第23回大気汚染学会講演要旨集，p．188（1982）．
含有率91％はやや低く，実際は100％に近い値と考えら　　5）毛利　衛，加藤茂樹，小畑龍夫，橋場正男，佐竹徹，
れる．これらのことから，シャンクとマカロニ型スパイ　　　　山科俊郎，小林正資，雨宮　進：北海道大学工学部
クでは材質にほとんど差異はないと考えられる．これら　　　研究報告，108，7ユ（198a
の物質の指標元素として鉄が考えられるが，鉄はTable4　　6）加藤拓紀，松本　寛：日本分析化学会第31年会講演
からもわかるように土壌中に％オーダーで含まれており，　　　要旨集，p．773（1982瓦
適当な元素とはいいがたい．　　　　　　　　　　　　　7）雨宮　進，釣田幸雄，増田俊雄，加藤敏郎，毛利
4．5路面標示ペイント　　　　　　　　　　　　　　　　衛，山科俊郎：日本分析化学会第31年会講演要旨集，
白色ペイントから検出された含有率0．1％以上の元素　　　　p．790（1982）．
はカルシウム（17％），チタン（＆工％），マグネシウム（15　　8）宮城県公害技術センター：スパイクタイヤ装着地域
％），アルミニウム（0．25％）であった．一方，黄色ペイン　　　　における道路粉じん実態調査報告書（中間報告），
トについては，カルシウム（17％），クロム（25％），マグ　　　　p．ヱ（1982λ
ネシウム（1．6％），．バリウム（0。74％），鉄（045％）等が検　　9）仙台市衛生試験所（分担執筆）：道路粉じん問題
出された．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中間報告），p．36（1982），（仙台市道路粉じん対策
メーカーの成分表によれば，白色ペイント，黄色ペイ　　　委員会）．
ントとも体質顔料として炭酸カルシウムが40％（カルシ　　10）福岡三郎：第23回大気汚染学会講演要旨集，p．113
ウムとして16％），着色顔料として白色ペイントは酸化　　　　（1982）．
No．，8　1983　　　　　　　　　　　　　　　　Bull．　E．　P．　C．　Lab．，　Niigata　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23
11）溝畑　郎：同上，P119（1982）．　　　　　　　　　17）工WMoore，　E．　A．　Mo。re，岩本振武訳：「環境
12）豊沢真一，梅沢洋二・生駒一光・亀山祐司・自井恒　　　　理解のための基礎化学」．P．113（1980），（東京化学
雄，柳沢三郎：分析化学，26，38（ユ977λ　　　　　　　　同人）．
13）豊沢真一，越智寿幸，竹内善彦，井上秀成，白井恒　　18）L．A．　May，B．　J．　Presley：J．　Radioanalytical
雄，柳沢三郎：大気汚染学会誌，13，101（1978）．　　　　Chemistry，27，439（1975λ
14）豊沢真一，竹内善彦，藤村　満，井上秀成，白井恒　　19）日本化学会編：化学便覧（応用編）改訂3版，P．856
雄，柳沢三郎：日化誌，1978，124（1978）．　　　　　　　（1980），（丸善）．
15）福崎紀夫，霜鳥達雄：新潟公害研報告，7，10（1983Σ　20）D．R．　B◎urcier，E．　Hindi且㎝d　J。　q　Cook：
16）Hl　J．　M．　Bowen：Trace　elements　in　Biochemistry，　　　　Intern．　J．　ErvirQnmentaI　S　tudies，15，145（1980）．
p．30（1966），（Academic　Press）．
